
平成かわら版 やまぐち 第 42 号（21.2.1）

1

「
山
口
地
区
成
人
の
集
い
」

が
実
行
委
員
中
心
に
1

月
2

日
（
日
）
に
山
口
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
中
津
川
市
主

催
に
よ
る
成
人
式
は
、
1
月
11

日
（
日
）
に
東
美
濃
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
と
は
別
に
旧
山
口
中

学
校
を
卒
業
し
た
仲
間
達
が
恩

師
や
保
護
者
の
方
達
に
無
事
成

人
し
た
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

な
が
ら
喜
び
を
わ
か
ち
あ
う
手

作
り
の
会
で
す
。

着
飾
っ
た
新
成
人
た
ち
が
楽

し
そ
う
に
近
況
を
報
告
し
あ

う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

若
者
が
夢
や
希
望
の
描
け
る

地
域
を
皆
で
一
緒
に
作
っ
て
行

き
た
い
と
願
い
ま
す
。

な
お
、
市
主
催
の
成
人
式
に

は
、
可
知
倫
明
さ
ん
（
第
１１
区

町
内
会
）
が
山
口
地
区
代
表
者

と
し
て
壇
上
に
上
が
り
、「
親
に

感
謝
す
る
共
に
今
後
は
会
社
を

引
っ
張
っ
て
い
け
る
様
な
社
員

を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。
」
と
堂
々
と
夢
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

平成21年2月1日

第 42号

(毎月１日発行)

中津川市

山口総合事務所

（0573）

75－2126

手
作
り
の
会
で
成
人
を
祝
う
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春春春季季季全全全国国国火火火災災災予予予防防防運運運動動動
春は火災の最も多い季節です！

大切ないのち・財産を守るため次の３つの習慣をつけましょう

① 寝タバコは絶対にしない

② ストーブの近くには、燃えやすいものはおかない

③ ガスコンロなどを使うときは火のそばから離れない

消防庁長官表彰 退職消防団員 二号銀杯

・宮下重樹（元副団長）・長谷川敬洋（元副団長）・市脇庄悟（元分団長）・鈴木安彦（元分団長）

・糸魚川光弘（元副分団長）・松原和彦（元副分団長）・土屋基（元部長）

岐阜県知事表彰 功労章

・宮下昭人（分団長）・鈴木善男（本部副分団長）・末木毅（副分団長）

・宮下明弘（部長）・松下一志（部長）

岐阜県消防協会長表彰 功績章

・牧野智治（部長）・市岡須佐男（部長）・可知信幸（部長）・尾関岩男（部長）・宮下基樹（部長）

・宮下一彦（班長）

岐阜県消防協会長表彰 勤労章 20 年

・末木毅（副分団長）・松下一志（部長）

岐阜県消防協会長表彰 勤労章 15 年

・鈴木善男（本部副分団長）・原靖幸（部長）・田上征行（班長）・斎藤研（団員）

・鈴木秀臣（団員）

中津川市長表彰 勤続 15 年

・原靖幸（部長）・斎藤研（団員）・鈴木秀臣（団員）

中津川市消防協会長長表彰 功績章

・末木毅（副分団長）・鈴木徹（部長）・古井信吾（班長）

中津川市消防協会長長表彰 勤続 10 年

・可知義隆（部長）・後藤勝也（部長）・牧野礼（団員）・福原崇雄（団員）

中津川市消防団長表彰 勤続５年

・原正司（班長）・松下淳（団員）・牧野光（団員）・五ノ井泰文（団員）・楯大貴（団員）

・土屋大介（団員）・林靖夫（団員）・鈴木一光（団員） （表彰者は山口地区団員のみ掲載）

（※敬称略）

１
月
５
日
（
月
）
中
津
川
市

文
化
会
館
に
お
い
て
中
津
川
市

消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

山
口
消
防
団
が
中
津
川
市
消

防
団
に
統
合
さ
れ
、
中
津
川
市

消
防
団
山
口
分
団
と
し
て
今
回

始
め
て
、
市
消
防
団
出
初
式
に

参
加
し
ま
し
た
。
式
典
会
場
に

て
各
種
の
表
彰
を
受
け
た
後
に
、

防
災
都
市
緑
地
公
園
か
ら
駅
前

の
間
を
多
く
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
分
列
行
進
に
て
締
め
く
り

ま
し
た
。

消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
な

状
況
で
す
が
多
く
の
若
い
力
が

消
防
団
に
加
わ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

「火のしまつ 君がしなくて 誰がする』

中
津
川
市
消
防
団

「出
初
式
」挙
行
さ
れ
る

3 月１日から 7日まで
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山山
口口
地地
域域
審審
議議
会会
かか
らら

市市
長長
へへ
提提
言言

地
域
審
議
会
（
楯
政
彰
会
長
）

は
、
地
域
と
行
政
が
一
体
に
な

っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、「
山
口
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
提
言
」
を

ま
と
め
、
昨
年
暮
に
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
提
言
は
合
併
後

３
年
を
経
過
し
た
中
で
の
問
題

や
将
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
の

内
容
で
あ
り
ま
す
。

提
言
１

少
子
化
対
策
の
た
め
の
住
宅
施

策
の
積
極
的
な
推
進

①

若
者
定
住
促
進
住
宅
や
宅

地
分
譲
の
推
進

②

民
間
の
住
宅
供
給
を
誘
導

③

上
水
道
の
改
修
整
備

（
水
量
の
確
保
、
テ
レ
メ
ー

タ
整
備
）

提
言
２

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

事
業
推
進

①

過
疎
計
画
残
事
業
の
推
進

②

国
に
対
す
る
過
疎
地
域
指

定
継
続
の
要
請

提
言
３

防
災
行
政
無
線
に
代
わ
る
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

①

防
災
行
政
無
線
の
適
正
な

維
持
管
理
の
継
続

②

新
た
な
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
の
早
期
構
築

提
言
４

馬
籠
地
域
の
振
興
と
広
域
観
光

の
推
進

①

神
坂
・
馬
籠
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
早
期
実
現

②

周
辺
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
な
る
「
ふ
る
さ
と

椿
街
道
」
の
早
期
完
成

③

馬
籠
宿
の
景
観
整
備

④
「
世
界
遺
産
」
登
録
と
「
岐

阜
の
宝
も
の
」
認
定
の
推
進

⑤

観
光
振
興
の
た
め
馬
籠
地

域
に
観
光
課
分
室
の
設
置

提
言
５

山
口
総
合
事
務
所
機
能
の
山
口

公
民
館
へ
の
移
転
統
合

①

山
口
総
合
事
務
所
機
能
の

山
口
公
民
館
へ
の
移
転
統

合

②

移
転
に
伴
う
駐
車
場
不
足

解
消
の
た
め
、
駐
車
場
用
地

の
確
保
、
整
備

③

総
合
事
務
所
を
取
壊
し
後
、

跡
地
を
児
童
公
園
や
防
災

関
連
等
の
用
地
と
し
て
活

用
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所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
相

談
を
２
月
16
日
（
月
）
～
３
月
16

日
（
月
）
の
期
間
で
行
な
い
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方
は
、
期
間
内
に

お
出
か
け
下
さ
い
。

山
口
総
合
事
務
所
で
の
受
付

は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

こ
の
期
間
に
山
口
総
合
事
務

所
へ
の
お
出
か
け
が
困
難
な
場

合
は
、
広
報
な
か
つ
が
わ
２
月
号

を
ご
覧
の
上
ご
都
合
の
つ
く
会

場
へ
お
越
し
下
さ
い
。

●

申
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書
（
送
付
さ
れ
た
人
の
み
）

②
印
鑑
（
認
印
）

③
年
金
・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

④
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
の
申

告
用
の
証
明
書

⑤
事
業
・
農
業
所
得
な
ど
の
あ
る
方

は
そ
の
各
種
帳
簿
等

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は

領
収
書

⑦
国
民
健
康
保
険
料
の
通
知
は
が
き

⑧
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

⑨
本
人
の
預
金
通
帳
及
び
届
出
印

農
業
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、

平
成
20

年
１
月
１
日
～
12

月

31

日
の
一
年
間
の
農
業
収
入

（
出
荷
伝
票
や
仕
切
書
な
ど
）

と
農
業
経
費
の
記
帳
及
び
書
類

（
領
収
書
、
レ
シ
ー
ト
、
通
帳

な
ど
）
の
保
存
・
整
理
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
何
も
整
理
し

て
い
な
い
と
、
申
告
に
時
間
が

か
か
り
、
他
の
方
に
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
）

な
お
、
申
告
時
に
は
、
収
支

計
算
用
紙
や
ノ
ー
ト
な
ど
に
収

入
金
額
（
販
売
金
額
、
自
家
消

費
、
補
助
金
な
ど
）
や
必
要
経

費
（
種
苗
費
、
肥
料
費
、
農
具

費
、
減
価
償
却
費
な
ど
）
を
項

目
ご
と
に
記
録
し
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

山
口
総
合
事
務
所
生
活
福
祉
課

〇
五
七
三
‐
七
五
‐
二
一
二
六

住住
宅宅
ロロ
ーー
ンン
減減
税税
をを

受受
けけ
てて
いい
るる
方方
へへ

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま

で
に
入
居
し
た
方
で
、
税
源
移
譲

後
の
新
所
得
税
率
で
計
算
し
た

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が
、
税

源
移
譲
前
の
旧
所
得
税
率
で
計

算
し
た
場
合
と
比
較
し
減
少
し

て
し
ま
う
方
は
、
毎
年
『
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
』

を
提
出
す
れ
ば
、
所
得
税
か
ら
控

除
で
き
な
か
っ
た
差
額
分
を
翌

年
度
の
市
・
県
民
税
の
所
得
割
か

ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
に
は
市
税
務
課
よ
り
案
内
は

が
き
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
確

認
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
市
民
税
係

〇
五
七
三
‐
六
六
‐
一
一
一
一

内
線
一
四
二
、
一
四
三

山
口
総
合
事
務
所
生
活
福
祉
課

月日
午前（9:00～12:00） 午後（13:00～16：00）

ところ
対象地区 対象地区

３月５日（木） 第１、第３ 第２

山口総合

事務所

会議室

３月６日（金） 第４、第５ 第６

３月９日（月） 第小７、第７ 第８、第９

３月 10 日（火） 第 10、第 11 第１２、新田

３月 11 日（水） 峠１、峠２、町１ 町２、町３、町４

３月 12 日（木） 青野原、上の原、荒町１ 荒町２、荒町３

３月 13 日（金） 上記日程で申告できなかった方

３月 16 日（月） 上記日程で申告できなかった方
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予防の基本は！

手 洗 い う が い マスク着用

インフルエンザにかからない、日常生活でのポイント！

① 十分に休養をとり、疲れをためない

② バランスよく栄養をとり、体力をつけ免疫力を高める

③ 規則正しい生活をする

④ 室内が乾燥しないようにする（室温 20℃・湿度 60～70％以上）

⑤ 流行時には、人ごみにいかない

⑥ 室内の換気をする

市市
外外
局局
番番
変変
更更
のの
説説
明明

会会
をを
開開
催催
（（馬馬
籠籠
））

３
月
１
日
か
ら
市
外
局
番
が

変
更
に
な
る
馬
籠
地
域
に
お
い

て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
具
体
的
な

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

会
が
開
催
さ
れ
、
約
３０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

会
議
に
お
け
る
主
な
説
明
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・ 現在使用されている電話機はそのまま使えるが、短縮ダイヤルなどに馬籠地域内

の電話番号を登録している場合は、電話機で登録変更の操作が必要。

・ 切替時には万全の態勢をとるためＮＴＴ職員が馬籠に待機する。

・ ３月１日午前０時１０分に通話中の場合は、通話が切断される場合がある。

・ 変更後１年間は旧局番「０２６４－５９」に電話をかけた場合「０５７３－６９」

にかけ直すようアナウンスが流れる。

・ 電柱敷地に関する情報をＮＴＴ東日本からＮＴＴ西日本に引き継ぎたいので、地

主に同意を得るために関係書類を送付する。

お問合わせ先

ＮＴＴ西日本岐阜支店 専用ダイヤル０１２０－９３２７５０( ３月３１日まで開設）

受付時間 午前９時～午後５時（土・日・祝日を除く）

イインンフフルルエエンンザザがが流流行行ししははじじめめてていいまますす。。予予防防にに努努めめままししょょうう！！
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伝
統
行
事
「左
義
長
」を
楽
し
む
！

～
山
口
幼
稚
園
～

山
口
地
区
で
伝
統
行
事
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
左
義
長
（
ど

ん
ど
焼
き
）
が
今
年
も
各
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

山
口
幼
稚
園
で
も
、
１
月
２１

日
（
水
）
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
な

が
ら
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
好
き
な
も
の
を
一
生
懸
命

描
い
た
絵
を
「
絵
が
う
ま
く
な

る
よ
う
に
」
と
神
様
に
お
願
い

し
な
が
ら
一
緒
に
奉
納
し
ま
し

た
。左

義
長
の
火
で
焼
い
た
お
餅

を
お
雑
煮
に
し
て
も
ら
い
、
今

年
１
年
間
健
康
に
暮
ら
せ
る
よ

う
お
願
い
も
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
伝
統
行
事
は
地

域
で
受
継
ぎ
な
が
ら
後
世
に
伝

え
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

味
噌
仕
込
み
日
程
が
決
ま
り

ま
し
た
。

１
月
１８
日
か
ら
３
月
下
旬
ま

で
３
日
サ
イ
ク
ル
で
ほ
ぼ
毎
日

麹
造
り
と
味
噌
の
仕
込
が
続
き

ま
す
。

こ
の
機
会
に
安
心
安
全
な
原

料
を
使
っ
た
味
噌
造
り
を
体
験

し
て
見
ま
せ
ん
か
。

参
加
希
望
（
見
学
も
可
）
の

方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

歓
迎
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
仕
込
味
噌
の
御
注
文

も
承
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

来
る
２
月
１７
日
に
名
古
屋
金

山
駅
で
開
催
さ
れ
る
「
飛
騨
美

濃
ふ
れ
っ
し
ゅ
直
行
便
フ
ェ

ア
」
会
場
に
て
自
家
製
品
を
用

意
し
て
出
店
し
ま
す
。

当
日
、
お
近
く
に
行
く
機
会

の
あ
る
方
は
是
非
と
も
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

〇
二
六
四
‐
五
九
‐
一
七
一
五

担
当

斉
藤
早
苗

ふ
る
さ
と
の
山
「
恵
那
山
」
、

こ
の
地
方
に
住
む
者
に
と
っ
て

四
季
折
々
の
恵
那
山
の
勇
姿
は

い
つ
も
、
心
の
中
に
あ
る
山
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

海
抜
２
，
１
９
１
メ
ー
ト
ル

で
、
日
本
百
名
山
に
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

恵
那
山
の
「
え
な
」
は
、
そ

の
昔
、
天
照
大
神
が
誕
生
の
際
、

そ
の
胞
衣
（
胎
児
を
包
ん
だ
膜

と
胎
盤
）
を
納
め
た
山
と
し
「
え

な
山
」
の
名
が
つ
い
た
と
す
る

説
も
あ
り
ま
す
。

花
ぐ
し
だ
よ
り

所
長
の
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

冬の恵那山
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冬冬
のの
おお
楽楽
しし
みみ
会会
でで

三三
世世
代代
交交
流流

1
月
18
日
（
日
）
青
少
年
健

全
育
成
市
民
会
議
山
口
支
部
に

よ
る
「
冬
の
お
楽
し
み
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
、

小
学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力

を
得
て
、
61
名
の
参
加
者
が
寒

い
冬
の
日
に
暖
か
な
心
の
ふ
れ

合
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

市
の
子
ど
も
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
で
研
修
を
積
ん
だ
牧
野
愛
さ

ん
（
5
年
生
・
7
区
在
住
）
を

進
行
役
に
、
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。１

．
本
の
読
み
聞
か
せ

（
幼
稚
園
の
先
生
）

２
．
昔
の
山
口
の
生
活

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

３
．
藤
村
カ
ル
タ

４
．
バ
ル
ー
ン
で
作
ろ
う
「
風

船
で
子
犬
を
作
ろ
う
」

５
．
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
「
手

作
り
イ
チ
ゴ
大
福
と
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
」

盛
り
た
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

幼
稚
園
の
先
生
を
読
み
手
に

3
カ
所
に
分
か
れ
て
の
読
み
聞

か
せ
は
さ
す
が
に
上
手
で
引
き

込
ま
れ
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
映
像
を

利
用
し
て
の
山
口
昔
話
で
は
、

講
師
の
小
林
静
枝
さ
ん
（
93

歳
・
第
10
町
内
会
）
の
話
に
大

人
が
大
喜
び
で
す
。

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
カ

ル
タ
で
は
、
大
人
も
子
ど
も
大

興
奮
し
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
で

は
、
緊
張
し
な
が
ら
作
品
作
り

に
奮
闘
し
、
最
後
は
、
お
母
さ

ん
た
ち
が
前
の
日
か
ら
作
っ
て

く
れ
た
お
や
つ
に
舌
鼓
を
う
ち

ま
し
た
。

「
地
域
が
団
結
し
て
取
り
組

め
ば
、
楽
し
い
活
動
が
で
き
ま

す
。
明
る
く
心
豊
か
な
街
を
作

る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
が
健
全

に
育
つ
こ
と
に
繋
が
る
は
ず
で

す
。
」

活
動
を
見
守
る
小
川
洋
一

（
第
10
町
内
会
）
支
部
長
が
目

を
を
ほ
そ
め
な
が
ら
語
っ
て
い

ま
し
た
。

お
知
ら
せ

山
口
公
民
館
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
場
所

と
し
て
地
域
の
中
に
位
置
づ
い

て
い
く
為
に
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
２１
年

度
か
ら
地
域
住
民
の
方
た
ち
か

ら
意
見
を
頂
い
た
り
相
談
し
た

り
す
る
会
の
立
ち
上
げ
を
考
え

て
い
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
て
み
た
い
と

い
う
方
が
見
え
ま
し
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
口
公
民
館

〇
五
七
三-

七
五-

三
一
五
八 風船で子犬を一生懸命作りました



日・曜日 ゴミ 行 事

1 日 スキー・スノーボード教室

【やぶはら高原スキー場】（木祖村）

2 月 可燃 乳幼児なんでも相談【山口公】9:45

住宅借入金等特別控除説明会

【健康福祉会館 4F】９:30、13:30

健康相談

【１２区生活改善センター】 13:30

3 火

4 水 不燃 妊婦教室（２コース）【あおぞら】13:00

5 木 可燃 おもてなしサロン【山口総】13:30

母子健康手帳交付【【あおぞら】9:45

予防接種（三種混合）【あおぞら】13:30

予防接種（BCG）【あおぞら】14:15

6 金 健康相談【青野原集会所】9:30

7 土 中津川市生涯学習大会【健福】13:30

8 日

9 月 可燃

10 火 リハビリ教室【山口公】13:30

11 水

12 木 可燃 ふれあい教室【４区集会所】13：30

13 金 行政相談【山口公】10:00

ふれあい教室【上の原集会所】10:00

ふれあい教室【峠研修センター】13:30

14 土

日・曜日 ゴミ 行 事

15 日

16 月 可燃

17 火 リハビリ教室【山口公】13:30

乳幼児学級【山口公】10:00

18 水 3 か月児健診【あおぞら】13:00

19 木 可燃 生きがい大学【山口公】10:00

20 金

21 土

22 日 特定健康診査（集団）

【健福】8:00～11:00

13:00～14:30

※対象者で受診をしていない方

23 月 可燃,資源,硬質 人権相談【山口公】13:30

24 火 リハビリ教室【山口公】13:30

25 水 1 歳 6 か月児健診【あおぞら】13:00

26 木 可燃 はみがき教室【あおぞら】9:00

27 金

28 土

【山口総】…山口総合事務所

【山口公】…山口公民館

【あおぞら】…坂下健康福祉会館「あおぞら」

山口地区の

人口と世帯

(1 月１日現在)

人口 1,967人

(前月比 +2)

男 … 934人

女 … 1,033人

世帯… 652 世帯

※ 行事、日時は変更になる場合がありますので

ご注意ください


